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―――――――――――――――――――――――――――――――――――
１．【公募期間延長　1/26締切！】
　　　地理的表示海外保護・侵害対策の公募について
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
！！2024年1月26日（金）まで公募期間を延長いたしました！！

　海外では、我が国ＧＩ産品とは無関係の第三者による商標出願や模倣品が
多発しています。
　ブランド価値を貶め、輸出機会喪失にも繋がるこうした事態を防ぐためには、
何よりも、海外で先に商標登録等をすることが重要です。

事業内容、補助率、補助上限
１ 海外へのＧＩ申請・登録及び商標出願・登録支援
　（１）協力関係にあるタイ・ベトナムへのＧＩ申請 ：定額、300万円以内
　（２）その他のＧＩ申請 ：1/2以内、50万円以内
　（３）海外への商標出願 ：1/2以内、1,000万円以内
２ 海外での侵害対策支援 ：定額、500万円以内

公募期間
　2024年1月26日（金）まで 

対象者
　ア：ＧＩ登録された生産者団体
　イ：ＧＩ申請を行いかつ公示されている団体
　ウ：ア又はイの団体に代わって商標出願を行うことについて、当該団体と合意
　　した構成員又は当該団体と一体となって知的財産の管理に取り組んでいる
　　等海外へのＧＩ申請・登録及び商標出願・登録を支援すべきと認められる者※

　※ＧＩ保護制度に登録された生産者団体又は同制度へ登録申請を行いかつ
    公示されている団体が法人格を有しない場合に限る。

お問い合わせ先
　〒114-0024 東京都北区西ヶ原3-1-12
　日本地理的表示協議会（事務局：一般社団法人食品需給研究センター）
　地理的表示海外保護・侵害対策公募係担当：江端、深澤
　TEL ： 03-5567-1991 FAX ： 03-5567-1960



　詳細・お問い合わせフォームはこちらから
　https://www.jgic.jp/koubo/index.html

地理的表示海外保護・侵害対策事業は、日本地理的表示協議会が
農林水産省補助事業の一環として実施しています。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
２．【締切迫る！12/15オンライン開催！】
     アグリ技術シーズセミナー in北陸「日本の食料輸出と知的財産保護の実際」
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　アグリ技術シーズセミナーは、農林水産・食品分野で、新たな産学連携を
推進するため、最新の研究情報等の発信を行うセミナーです。
今回は、「日本食全般を輸出するにあたっての知財保護」をテーマに取り上げます！
参加費は無料です。

詳細は下記URLをご参照ください。
https://agri-renkei.jp/2023/12/01/4042/

【日時、形態】
　令和5年12月15日（金）13:40～17:00
　Zoom ウェビナーによるオンライン開催

【申込締切】
　令和５年12月14日（木）正午

【内容】
1. 基調講演「食料輸出を見据えた知的財産保護の重要性と取り組むべき対策」
　　　奥野 彰彦 氏（SK弁理士法人 代表社員 弁理士）

2. 話題提供・取組事例発表
　1）「石川県におけるブランド農林水産物の知財対応について」
　　　垰野 俊介 氏（石川県 農林水産部 農業経営戦略課 課長）
　
　2）「吉川ナスの知財保護の取組みについて」
　　　砂畑 達也 氏（鯖江市伝統野菜等栽培研究会 事務局/鯖江市 農林政策課 主任）
　
　3）「日本酒ＧＩ認証と販売戦略について」
　　　小堀 靖幸 氏（白山酒造組合 ＧＩ白山清酒管理機構 副理事長/
　　　株式会社小堀酒造店 代表取締役社長）
　　
　4）「輸出のための商標出願の実際 －課題と対策について－」
　　　山本 和代子 氏（山元醸造株式会社 代表取締役社長）

【お問合せ先】
(公社)農林水産・食品産業技術振興協会(JATAFF)　 川畑・酒井・佐藤
　TEL: 03-3509-1161、E-mail: renkei-seminar@jataff.or.jp

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

（編集後記）省内食堂や巷にたびたび出現するＧＩ産品
　農水省内の食堂には、たびたび地域をテーマとした食材メニューのフェアが
やってきます。
　昨日、北見産の水産物を使った冬のご馳走フェアが期間限定で開催され、
そこにＧＩ産品も使用されると聞きつけ、いそいそと食堂に行ってきました。
今回は水産物がメインだったため、お目当てのＧＩは静かにサイドに使われて



いましたが、日々ＧＩの明細書の書類とばかりにらめっこしている身としては、
こうやって実物のＧＩに触れ合えるととても嬉しい気持ちになります。
　最近、スーパーなどでＧＩと表示はしていないけれど、実はＧＩというもの
を見つける機会も多くなってきており、もっとＧＩアピールしてくれたら
嬉しいなー、団体や関係者の皆さまと共にもっともっとＧＩを盛り立てて
いけたらなーと思う今日この頃です！（M）

※編集後記は地理的表示（ＧＩ）担当職員の個人的な雑感を述べたものであり、
農林水産省の見解を示すものではありません。
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[地理的表示メールマガジン]
　発行：農林水産省輸出・国際局知的財産課
　住所：〒１００－８９５０　東京都千代田区霞が関１－２－１
　電話番号：０３－３５０２－８１１１（内線４２８４）
　FAX：０３－３５０２－５３０１
　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/mailmag/index.html

　メールアドレスの変更、メールマガジンの配信登録、配信停止はこちら
　https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/chg.html
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